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連結業績の推移（IFRS）
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※事業利益は、売上高から売上原価、販売費及び一般管理費を控除し、持分法による投資損益を含めて算出しております。

　株主の皆さまにおかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
住友理工グループへの日頃のご愛顧に心より御礼申し上げます。

　2023年度の業績につきまして、売上高は経済活動の正常化や主要顧客におけ
る自動車生産台数の回復と円安進行による為替換算の影響によって、前年同期比
で増収となりました。事業利益は自動車生産台数の回復などによる売上増加と、こ
れに伴う生産効率化の影響、売価反映の進展などにより、前年同期比で増益となり
ました。この結果、通期における売上高・事業利益・親会社の所有者に帰属する当期
利益は当社史上最高額となりました。
　今年度も、長期化するウクライナ情勢や中東地域での地政学的リスクと高止まり
するインフレ、各国での経済減速などにより、先行きは不透明です。そのような中で
も、外部環境の変化に柔軟に対応し、利益を安定的に確保するため、引き続き収益
力の強化に努めていきます。
　当社は、2025年度までの中期経営計画（2025P）に基づいた事業経営を進めて
おり、今年度はその中間地点となります。引き続き住友事業精神である、「萬事入精」

「信用確実」「不趨浮利」を忠実に守りながら、パーパスである「素材の力を引き出
し、社会の快適をモノづくりで支える」に沿って社会に貢献し続け、「Global 
Excellent Manufacturing Company」への飛躍を目指します。

　株主の皆さまにおかれましては、当社グループの企業活動についての一層のご
理解、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役 執行役員社長

TO OUR SHAREHOLDERS　株主の皆さまへ

清水　和志



BUSINESS SEGMENT　セグメント別概況

FORECAST　2025年3月期連結業績予想

連結事業利益 連結事業利益連結売上高 連結売上高

5,595億円 559億円344億円 26億円

前期比 前期比前期比 前期比16.5%増 7.9%減2.3倍 14.4%減

自動車用品 一般産業用品
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予　想 前期比 予　想 前期比 予　想 前期比

売 上 高 6,100億円 0.9%減 営 業 利 益 295億円 13.2%減 当 期 利 益 185億円 16.8%減

事 業 利 益※ 310億円 16.3%減 税 引 前 利 益 260億円 15.6%減 親会社の所有者に
帰属する当期利益 161億円 13.6%減

※事業利益は、売上高から売上原価、販売費及び一般管理費を控除し、持分法による投資損益を含めて算出しております。

● 高圧ホースおよびプリンター向け機能部品は、主要顧客の生産台
数減少により、減収。

● 供給制約緩和による主要顧客の自動車生産台数の回復に加え
て、円安進行による為替換算の影響もあり、日本および米州を中
心に前年同期比で増収。

業績ポイント（自動車用品） 業績ポイント（一般産業用品）

事業別連結売上高・事業利益（億円）

連結事業利益 連結事業利益連結売上高 連結売上高

INFORMATION　インフォメーション

創立100周年を迎える2029年に向けて、ありたい姿を「理工のチカラを起点に、社会課題の
解決に向けてソリューションを提供し続ける、リーディングカンパニー」と掲げています

自動車用品部門　フロントガラスにも使用可能な高透明自動車窓用フィルム　マレーシアの車載市場で採用拡大

自動車の窓に求められる視認性（透明性）・傷付き防止
性・耐久性を有する遮熱フィルムが、マレーシアで車載
用途として採用されました。本製品は、運転時の視認性確
保と、太陽からの熱を吸収する遮熱性能を両立していま
す。2024年2月現在、約16万台の採用実績があり、また
マレーシアでは、約1,000台の警察車両へ、当社フィルム
が実装されています。今後、東南アジア各国・インドへ
の拡販活動を強化していく計画です。

自動車窓用フィルム

一般産業用品部門　自社初の医療保険適用製品である口腔機能モニターOramo-bfの拡販を開始

歯科医療機器・材料などの開発、販売および輸入を担
う株式会社ヨシダ（本社：東京都台東区、代表取締役社
長：山中一剛）を通じて、口腔機能モニターOramo-bf
（オラモ）の拡販を開始しました。Oramo-bfは、咬合力（咬
む力）を測定する製品で、当社で初めての歯科医療機器
です。大学研究機関や歯科医院で使用いただいており、
口腔機能低下症の検査項目である咬合力検査に使用で
きるうえ、保険算定も可能です。日本歯科医師会により口
の虚弱を示すオーラルフレイルの概念が啓発されてお
り、今後ますます口腔機能と健康に関する研究が進むに
つれて、Oramo-bfの需要も高まることが期待されます。 Oramo-bf

2023年度にグループ全体で太陽光発電を1.6倍に増強

カーボンニュートラルに向けた取り組みを促進するため、
住友理工グループ全体で太陽光発電設備の導入を拡充
しています。2023年度は新たにグローバル7拠点に計
6.2MWの太陽光発電設備を導入し、発電容量は累計
16.2MW（昨年比1.6倍）、年間のCO2排出削減量は
8,000［t-CO2］に達しました。2050年カーボンニュート
ラル実現に向けて、今後も太陽光発電の増強を進めると
ともに、グリーン電力調達の幅を広げて中長期的な競争
力の維持・獲得を見据えつつ、さらなるCO2排出削減
に向けて取り組んでまいります。東海化成工業㈱に設置した太陽光パネル



見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

住友理工株式会社
グローバル本社

小牧本社（本店）

〒450-6316　愛知県名古屋市中村区名駅一丁目1番1号JPタワー名古屋
TEL.（052）571-0200　FAX.（052）571-0225

〒485-8550　愛知県小牧市東三丁目1番地
TEL.（0568）77-2121　FAX.（0568）77-5341

CORPORATE DATA・STOCK INFORMATION　会社情報・株式の状況

MEMO　株主メモ

当社は、株主に対する利益還元
を経営の重要政策の一つとして
位置づけ、業績等を勘案したうえ
で長期にわたり安定的な配当を
維持することを基本方針としてお
ります。2025年度に向けた中期
経営計画における連結配当性向
目標を30％以上としています。

当期の配当金につきましては、
連結財務状況や通期の連結業績
等を勘案した結果、期末の配当を
1株当たり28円とさせていただ
きました。この結果、2024年3月
期の年間配当金は、中間配当金8
円を含めまして、1株当たり36円
としております。
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株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について
証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出およびご照会は、口座のある証券会社宛にお願いいたします。証券会社に口座を開設されていな
い株主様は、上記の電話照会先にご連絡ください。

特別口座について
株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかった株主様には、株主名簿管理人である上記の三井住友信託銀行株式会社に口座（特
別口座といいます。）を開設しております。特別口座についてのご照会および住所変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願いいたします。

●事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
●定時株主総会 毎年6月に開催
●基準日 定時株主総会　　毎年3月31日

期末配当金　　　毎年3月31日
中間配当金　　　毎年9月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

●公告の方法 当社のホームページに掲載
https://www.sumitomoriko.co.jp/koukoku/index.html

●上場証券取引所 東京証券取引所、名古屋証券取引所

● 株主名簿管理人および
特別口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

● 株主名簿管理人事務
取扱場所

愛知県名古屋市中区栄三丁目15番33号
三井住友信託銀行株式会社証券代行部

●郵便物送付先 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社証券代行部

●電話照会先 0120-782-031（フリーダイヤル）
受付時間9：00-17：00（土日休日除く）

●インターネットホームページURL https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/

会社概要 2024年3月31日現在

商号 住友理工株式会社
SumitomoRikoCompanyLimited

設立 1929年12月
グローバル本社 愛知県名古屋市中村区名駅一丁目1番1号

JPタワー名古屋
電話（052）571-0200

小牧本社（本店） 愛知県小牧市東三丁目1番地
電話（0568）77-2121

資本金 12,145百万円
証券コード 5191
従業員数 連結25,692人
主要営業品目 ◎自動車用品部門

防振ゴム、ホース、制遮音品・内装品、
燃料電池（FC）部材、ゴムシール材等
◎一般産業用品部門
精密樹脂ブレード・ロール、
鉄道車両用・住宅用・橋梁用防振ゴム、
高圧ホース・搬送用ホース等

役員 2024年6月20日現在
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株主名 持株数（株） 持株比率（％）
住友電気工業株式会社 51,534,901 49.64
マルヤス工業株式会社 10,901,521 10.50
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 4,210,400 4.06
住友理工共栄持株会 3,126,463 3.01
フコク物産株式会社 2,719,091 2.62
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 2,085,200 2.01
住友理工社員持株会 2,002,116 1.93
MSIPCLIENTSECURITIES 1,252,048 1.21
BNPPARIBASLUXEMBOURG／2S／JASDEC／
FIM／LUXEMBOURGFUNDS／UCITSASSETS 905,000 0.87
STATESTREETBANKANDTRUST
COMPANY505223 836,096 0.81
注：「持株比率」は、発行済株式総数から自己名義株式（218,161株）を除いて計算してお
ります。

株式の状況 2024年3月31日現在

発行可能株式総数 400,000,000株
発行済株式総数 104,042,806株
株主数 7,438名
大株主


